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この講演では，[4] に関する解説を行う．
Cartan calculus の古典的な例として，滑らかな多様体 M 上のベクトル場 X に対して定義される，de

Rham複体 (Ω∗(M), d)上の Lie微分 LX と内部積 ιX がある．これらは，写像

L, ι : Der(C∞(M)) → Der(Ω∗(M))

を誘導し，Cartan (magic) formula と呼ばれる関係式 LX = [d, ιX ] をみたす事が知られている．ここで [ , ]

は，交換子を表す．Goodwillie [2] は，K代数の Hochschildホモロジー上に，K代数の derivationを用いて
Cartan calculusを定義し，それにより（周期的）巡回ホモロジーへの応用を与えている．[3] では，Goodwillie

の Cartan calculusを，dg代数の Hochschildホモロジーの場合に拡張し，その幾何学的対応物となる，自由
ループ空間のホモロジー上の Cartan calculusを与えた．
一方，Chas-Sullivan [1] によって創始されたストリングトポロジー理論により，向きづけられた閉多様体の
自由ループ空間のホモロジーは，様々な代数構造を持つことが知られている．この講演では，その中でもルー
プ積とループ括弧積によって与えられる Gerstenhabar代数構造に着目し，上述の Cartan calculusとの関係
について紹介する予定である．
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